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市の平成16年度予算──────────
学びのひろばで楽しく豊かなひとときを─
勤労青少年ホーム講座生募集──────
新市名は「十日町市」で決着───────
第7回全国明るい雪自治体会議
　　（雪サミット）開催─────────

春、み～つけた！
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春がやってきました。ぽかぽか陽気に誘われて、
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３
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
16
年
度
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
３
１
６
億
３
、
３
２
０

万
円
、
前
年
度
比
で
２
・
２
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
般
会
計
で
16
年

度
に
起
債
の
借
換
え
が
予
定
さ
れ
、
歳

入
・
歳
出
と
も
に
８
億
７
、
６
１
０
万
円

を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
を
差
し
引
く
と

実
質
１
６
６
億
１
、
５
９
０
万
円
、
前
年

度
比
０
・
０
８
％
減
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
長
引
く
不
況
に
よ
る
市
民
税

な
ど
の
落
ち
込
み
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
に
伴
う
地
方
交
付
税
の
削
減
、
国
庫
補

助
金
の
削
減
な
ど
に
よ
り
大
き
な
減
額
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

繰
越
金
の
増
額
や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
圧
縮
な
ど
に
よ
り
対
応
し
ま
し
た
。

歳
出
は
、行
政
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
し
、

経
費
削
減
を
徹
底
し
ま
す
。
中
で
も
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
の
補
充
を
行
わ

ず
、
抑
制
し
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
で
は
、
生
活
道
路
整
備
な
ど

の
土
木
費
に
重
点
を
置
き
、
予
算
増
を
図

り
ま
し
た
。雇
用
の
確
保
や
市
町
村
合
併
、

上
下
水
道
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
に
も
引

き
続
き
力
を
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
16
年
度

は
市
制
施
行
50
周
年
の
年
に
あ
た
り
、
記

念
式
典
な
ど
の
事
業
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
会
計
】

保
険
給
付
費
は
増
額
す
る
も
の
の
、
老

人
医
療
拠
出
金
は
減
額
と
な
り
ま
す
。
介

護
納
付
金
は
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
簡
易
水
道
会
計
】

配
水
管
布
設
事
業
や
未
普
及
解
消
事
業
、

簡
易
水
道
の
配
水
池
増
設
・
浄
水
施
設
設

置
事
業
な
ど
の
建
設
改
良
事
業
を
進
め
ま

す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

公
共
下
水
道
事
業
や
特
定
環
境
保
全
公

特集　新年度予算

共
下
水
道
事
業
で
は
、
管
渠き

ょ

布
設
工
事
、

管
渠
測
量
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
老
人
保
健
会
計
】

新
制
度
の
高
額
医
療
費
償
還
払
い
の
増

加
を
見
込
み
、
医
療
費
総
額
は
増
額
で
す
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
】

施
設
整
備
の
見
通
し
が
つ
き
、
総
額
は

３
年
連
続
で
大
幅
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
会
計
】

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
施
設
入
所
が
前

年
度
よ
り
増
加
、
居
宅
介
護
は
前
年
並
み

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
支
で
は
、
給
水
収
益
は
前
年

度
よ
り
減
額
し
ま
す
が
、
単
年
度
収
支
７
、

９
０
０
万
円
の
利
益
と
見
込
み
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
は
補
償
金
が

増
額
、
支
出
で
も
管
布
設
替
工
事
な
ど
で

増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
不
足
額
は
損
益

勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
す
。

地方交付税�
52億0,500(29.8%)�
　　　〈△2.5%〉�

市　　税 �
42億0,864(24.1%)�
〈△1.9%〉�

　諸収入�
18億6,631(10.7%)�
〈△5.9%〉�

国庫支出金�
12億2,901(7.0%)〈4.7%〉�

地方消費税交付金　4億2,700(2.4%)〈17.6%〉�
　　繰入金　2億3,976(1.4%)〈44.2%〉�
　　　その他 11億9,522(6.8%)〈15.9%〉　　　�

土木費�
24億7,757(14.2%)�
　〈4.3%〉�

民 生 費�
36億0,265(20.6%)�
　　〈1.9%〉�

　　　教育費�
　18億4,444�
　(10.5%)�
     〈3.7%〉�

公債費�
29億4,333�
(16.8%)�
〈44.1%〉�
�

　総務費�
18億6,081�
(10.6%)�
〈△5.3%〉�

 商工費�
16億7,997(9.6%)�
〈△3.7%〉�

衛生費　13億5,336(7.7%)<△3.7%>

歳 入�

　市債�
22億4,140�
  (12.8%)�
　〈61.6%〉�

県支出金�
8億7,966(5.0%)�
〈△1.7%〉�

歳出�
（科目別）�

農林水産業費　6億7,988(3.9%)<△4.0%>
消防費　5億8,972(3.4%)<△1.5%>
その他　4億6,027(2.7%)<△3.1%>�
　　（議会費・労働費・�
　　　　災害復旧費・予備費）�

補助費など�
24億2,638�
　（13.9％）�
　〈4.3%〉�

人 件 費 �
27億8,845（15.9％）�
　　〈△4.8%〉�貸付金17億9,781�

　 （10.3％）�
　　〈△5.9％〉�

公債費�
30億2,433�
（17.3％）�
　〈42.2％〉�

　物件費�
19億6,994�
（11.3％）�
〈△1.4％〉�

扶助費�
17億1,020�
  （9.8％）〈1.5％〉�

繰出金15億1,041（8.6％）〈△7.0％〉�

維持補修費 3億5,166�
　　　（2.0％）〈△3.1％〉�

普通建設事業費 17億0,581（9.7％）〈15.8％〉�

災害復旧費事業費�
1億4,418（0.8％）〈4.8％〉�

歳出�

その他�
6,283（0.4％）�
　　〈17.0％〉�

（性質別）�
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（億円）� 一般会計市債残高の推移�

135.6

150.2
154.8

166.0 169.4
166.0 164.3
167.3169.3167.8 167.3169.3167.8 特

別
会
計
の
概
要

一般会計174億9,200万円の構成比
単 位：万円、
（ ）：構成比率、
〈 〉：前年度比較増減率

平成16年度予算総額

一般会計 174億9,200万円（5.2％増）

特別会計 141億4,120万円（1.2％減）

合　 計 316億3,320万円（2.2％増）

水道事業会計

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで
補てんします。

区　　　分

収益的

収　支

収入

支出

収入

支出

差引

６億3,651万円

５億5,340万円

２億3,006万円

５億4,408万円

△３億1,402万円

資本的

収　支

金　　額

一般会計・特別会計の内訳
区　　　　分 金　　額 前 年 比

一 般 会 計 174億9,200万円

141億4,120万円

33億3,480万円

7億1,300万円

28億6,900万円

43億8,780万円

2億3,960万円

25億9,700万円

316億3,320万円

5.2％

△ 1.2％

0.8％

4.9％

△ 4.8％

0.6％

△ 52.0％

6.0％

2.2％

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

下 水 道 事 業

老 人 保 健

農業集落排水事業

介 護 保 険

総　　　　額

内
　
　
　
　
訳

重
点
は
生
活
道
路
の
整
備
と
雇
用
の
確
保

本
町
西
線
延
伸
本
格
着
手
、
地
域
高
速
通
信
体
系
整
備
、

市
制
50
周
年
記
念
事
業
、
上
下
水
道
整
備
促
進
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家
屋
移
転
、
宅
地
整
地
工
事
、
水
道
管
・

下
水
道
管
移
設
補
償
な
ど
を
行
い
ま
す
。

東
下
組
地
区
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
業
務
を

主
と
し
た
市
営
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
遠
距
離
通
学
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
児
童
・
生
徒
及
び
当
該
地
区
住
民
の
交

通
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

区
画
道
路
築
造
２
路
線
、
家
屋
調
査
、
家

屋
移
転
、
水
道
管
・
下
水
道
管
・
電
柱
移

設
補
償
な
ど
を
行
い
ま
す
。

田
川
南
線
道
路
築
造
や
区
画
道
路
築
造
、

道
路
改
良
工
事
に
先
立
ち
、
用
地
買
収

や
物
件
移
転
補
償
を
行
い
ま
す
。

道
路
改
良
工
事
の
路
盤
の
暫
定
掘
削
を

行
い
ま
す
。

北
鐙
坂
南
鐙
坂
線
、
関
根
２
号
線
、
太

子
堂
１
号
線
、
為
永
１
号
線
、
安
養
寺
４

号
線
、
新
宮
１
号
線
、
反
り
目
行
寺
線
、

四
日
町
６
号
線
の
改
良
舗
装
工
事
を
行
い

ま
す
。

本
町
西
線
延
伸
（
四
日
町
〜
太
子
堂
地

内
）
の
た
め
、
橋
り
ょ
う
の
実
施
設
計
や

用
地
測
量
を
行
い
ま
す
。

十
日
町
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
所
管
の
「
ま

ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。
稲
荷
町
線
街
路
測
量
調
査
や
泉
町
公

園
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

区
画
道
路
築
造
や
家
屋
調
査
、
家
屋
移
転

な
ど
を
行
い
ま
す
。

稲
荷
町
線
道
路
築
造
や
駅
前
広
場
工
事
、

特集　新年度予算

自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る

都
市
基
盤
づ
く
り

活
力
に
満
ち
未
来
を
拓ひ
ら

く

産
業
づ
く
り

16
年
度
予
算
の
主
要
事
業

空
き
店
舗
活
用
事
業
や
Ｔ
Ｍ
Ｏ
運
営
支

援
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

十
日
町
市
企
業
設
置
奨
励
条
例
に
基
づ

く
利
子
補
給
及
び
立
地
企
業
雇
用
促
進
奨

励
金
（
15
年
度
指
定
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

山
谷
染
色
団
地
東
側
の
遊
休
地
に
リ
サ

イ
ク
ル
関
係
企
業
を
立
地
さ
せ
る
た
め
、

道
路
整
備
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

市
が
民
間
事
業
所
に
業
務
を
発
注
し
雇

用
を
発
生
さ
せ
る
も
の
と
市
が
直
接
雇
用

す
る
も
の
の
二
通
り
の
事
業
を
実
施
し
、

雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

一
定
期
間
内
に
５
人
以
上
を
新
規
に
常

用
雇
用
し
、
さ
ら
に
雇
用
環
境
を
改
善
す

る
目
的
で
事
業
を
行
っ
た
事
業
主
に
対

し
、
新
規
雇
用
者
一
人
あ
た
り
上
限
10
万

円
（
１
事
業
所
あ
た
り
上
限
１
０
０
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

企
業
な
ど
の
創
意
工
夫
に
富
む
新
商
品

や
新
た
な
技
術
の
開
発
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
事
業
の
展
開
や
異
分
野
へ
の

進
出
を
促
す
と
と
も
に
、
雇
用
の
確
保
と

安
定
を
図
り
ま
す
。

新
事
業
の
展
開
や
財
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
経
営
改
善
の
た
め
、
専
門
家

か
ら
指
導
を
受
け
よ
う
と
す
る
企
業
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
力
強
化
と
雇

用
の
確
保
・
安
定
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
創
造
性
に
富
む

人
づ
く
り

不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の

早
期
対
応
を
は
じ
め
、
き
め
細
か
な
支
援

を
行
い
ま
す
。
適
応
指
導
教
室
を
中
心
と

し
た
不
登
校
対
策
に
関
す
る
中
核
的
機
能

を
充
実
し
、
関
係
者
の
研
修
や
学
校
・
家

庭
・
関
係
機
関
が
連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
か
か
わ
る
実

践
的
な
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
主
体
的
で
創
意
工
夫
の
あ
る

教
育
活
動
を
支
援
し
、
個
性
と
創
造
性
豊

か
で
活
力
に
満
ち
た
人
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

第
10
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
東
京

混
成
合
唱
団
の
招
へ
い
や
能
楽
（
能
、
狂

言
）
な
ど
文
化
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
だ
れ
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
総
合
型
地
域
ス
ポ

16
年
度
も
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
市
内
に
設
置
さ
れ
た
石
彫
は

49
作
品
に
な
り
ま
し
た

◎
新
光
寺
北
原
線

道
路
改
良
舗
装

１
、
５
０
０
万
円

◎
樽
沢
本
線

道
路
改
良
舗
装

２
、
５
０
０
万
円

◎
生
活
道
路
改
良
舗
装

１
億
２
、
４
５
０
万
円

◎
本
町
西
線
街
路

１
億
６
、
０
１
０
万
円

◎
中
心
市
街
地
活
性
化

１
億
８
、
５
２
３
万
円

◎
東
下
組
地
区

市
営
バ
ス
運
行
（
新
規
）

４
８
０
万
円

◎
駅
西
土
地
区
画
整
理

２
億
１
、
７
８
８
万
円

◎
西
本
町
土
地
区
画
整
理

１
億
７
、
４
６
０
万
円

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

１
億
９
、
０
０
０
万
円

新
農
業
基
本
法
の
施
行
に
よ
り
、
12
年

度
か
ら
生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域

へ
の
直
接
支
払
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
農
産

物
の
生
産
供
給
拡
大
を
図
り
ま
す
。
学
校

給
食
へ
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
よ
る
米
飯

給
食
を
週
１
回
提
供
し
、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

広
域
農
道
４
号
線
当
間
地
内
の
改
良
工

事
を
行
い
ま
す
。

中
魚
沼
丘
陵
線
及
び
中
魚
沼
丘
陵
南
線

の
開
設
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

樽
沢
地
内
の
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

◎
地
産
地
消
推
進

２
３
３
万
円

◎
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

３
、
８
２
５
万
円

◎
林
道
薬
師
線
舗
装

１
、
７
２
９
万
円

◎
中
心
市
街
地

商
業
活
性
化
推
進３

１
０
万
円

◎
誘
致
企
業
利
子

補
給
交
付
金
な
ど

１
、
９
２
２
万
円

◎
リ
サ
イ
ク
ル
団
地

基
盤
整
備

２
、
０
０
０
万
円

◎
雇
用
促
進
（
新
規
）

３
、
４
５
１
万
円

◎
雇
用
環
境
等
改
善
支
援

（
新
規
）

５
０
０
万
円

◎
新
商
品
等
開
発
支
援

（
新
規
）

２
０
０
万
円

◎
産
業
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
等
支
援
（
新
規
）

２
０
０
万
円

◎
広
域
基
幹
林
道
整
備

１
、
６
８
０
万
円

◎
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・

サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
（
新
規
）

１
７
１
万
円

◎
小
・
中
学
校
特
色
あ
る

教
育
活
動
支
援
（
新
規
）

６
０
３
万
円

◎
文
化
公
演

２
０
０
万
円

◎
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
新
規
）

２
０
２
万
円

◎
ア
ー
ト
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り１

、
５
０
０
万
円
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い
雪
自
治
体
会
議
（
雪
サ
ミ
ッ
ト
）
を
開

催
し
ま
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
交

流
の
促
進
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
キ
ャ
ン

プ
の
受
け
入
れ
な
ど
交
流
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

特集　新年度予算

健す
こ

や
か
で
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
た

福
祉
社
会
づ
く
り

安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り

国
の
緊
急
雇
用
創
出
対
策
特
別
基
金
事

業
に
よ
り
、
児
童
誘
拐
事
件
を
は
じ
め
と

し
た
市
民
生
活
の
身
近
な
犯
罪
防
止
の
た

め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま
す
。

住
宅
の
克
雪
化
に
か
か
わ
る
十
日
町
市

克
雪
住
宅
協
調
整
備
及
び
集
団
的
整
備
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。

塩
ノ
又
と
鍬
柄
沢
の
水
道
未
普
及
地
域

に
水
道
施
設
を
新
設
し
ま
す
。

水
沢
中
央
簡
易
水
道
低
区
配
水
池
増
設

や
飛
二
簡
易
水
道
浄
水
施
設
設
置
、
姿
安

養
寺
簡
易
水
道
変
更
認
可
な
ど
を
行
い
ま

す
。

ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
、
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
拠
点
と
し
て
地
域
住
民
の
交
流

の
場
に
な
る
よ
う
育
成
を
図
り
ま
す
。

平
成
21
年
に
開
催
さ
れ
る
二
巡
目
新
潟

国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
と
、
今
後

開
催
さ
れ
る
各
種
大
会
開
催
に
向
け
て
、

発
着
会
場
を
含
む
コ
ー
ス
全
体
の
拡
張
整

備
を
行
い
ま
す
。

田
川
雨
水
管
渠
整
備
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

左
岸
・
南
部
・
中
部
・
北
部
な
ど
の
管

渠
布
設
工
事
や
鉄
道
推
進
工
事
、
管
渠
測

量
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
築
及
び

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

管
路
工
事
や
水
道
管
移
設
補
償
を
行
い

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
が
織
り
な
す

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

在
宅
で
６
か
月
以
上
ね
た
き
り
の
高
齢

者
や
痴
ほ
う
性
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て

い
る
人
に
介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
や
そ
の
家
族
に

対
し
て
、
在
宅
介
護
の
総
合
的
な
相
談
や

介
護
予
防
を
行
い
ま
す
。
（
委
託
機
関
‥

三
好
園
、
つ
ま
り
の
里
、
き
た
は
ら
、
や

ま
び
こ
、
健
康
倶
楽
部
十
日
町
）

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
施
設
で
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
社
会
的
孤
立
感
の
解
消

や
自
立
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

65
歳
未
満
の
心
身
障
害
者
（
療
育
手
帳

Ａ
、
身
障
手
帳
１
〜
３
級
）
に
対
し
て
、

医
療
費
や
薬
剤
、
食
事
療
養
費
の
一
部
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
。65
歳
以
上
の
人
は
、

老
人
保
険
一
部
負
担
金
と
県
障
一
部
負
担

金
の
差
と
食
事
療
養
費
（
非
課
税
世
帯
の

み
対
象
）
を
助
成
し
ま
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
創
作
活
動
な
ど
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
や
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
相
互
利
用

事
業
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を

行
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
授
産
施
設
・
更
生
施
設
に

対
し
、
障
害
程
度
と
人
数
に
応
じ
た
支
援

費
を
支
払
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
の
自
立
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
地
域
生
活
援
助
事
業
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
対
す
る
負
担
金
で
す
。（
対
象
施

設
‥
す
ず
ら
ん
、
し
ん
ま
ち
ひ
ま
わ
り
、

や
ま
ゆ
り
な
ど
）

交
流
・
相
談
・
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、

子
育
て
家
庭
の
支
援
や
児
童
の
健
全
な
成

長
を
支
援
し
ま
す
。

満
１
歳
か
ら
満
６
歳
ま
で
の
就
学
前
幼

児
が
入
院
に
要
し
た
医
療
費
の
自
己
負
担

分
か
ら
一
部
負
担
金
な
ど
を
除
い
た
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
満
１
歳
か
ら

満
４
歳
に
達
し
た
月
の
月
末
ま
で
、
幼
児

が
通
院
に
要
し
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分

か
ら
一
部
負
担
金
な
ど
を
除
い
た
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。

精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
エ
ン
ゼ
ル

大
地
の
芸
術
祭
に
か
か
わ
る
広
域
事
務

組
合
負
担
金
な
ど
で
す
。
第
３
回
大
地
の

芸
術
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
伴
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

広
域
６
市
町
村
で
高
速
通
信
網
を
整
備

す
る
た
め
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

整
備
の
負
担
金
で
す
。

７
月
６
日
・
７
日
に
第
７
回
全
国
明
る

妻
有
に
対
し
、
広
域
６
市
町
村
で
補
助
し

ま
す
。
ま
た
、
中
条
第
二
病
院
の
長
期
入

院
患
者
の
退
院
促
進
の
た
め
、
今
年
か
ら

５
年
間
、
精
神
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
Ｂ
型

の
建
設
費
を
広
域
６
市
町
村
協
定
に
よ
り

補
助
し
ま
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
年
２
回
受
付
、
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
ポ
リ
オ
、

三
種
混
合
、
二
種
混
合
、
日
本
脳
炎
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
個
別
接
種
を
行
い
ま
す
。

◎
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
場
関
係
整
備

（
拡
充
）
８
、
６
８
５
万
円

◎
地
域
安
全
・
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
（
新
規
）

５
３
６
万
円

◎
簡
易
水
道
等
新
設

８
、
０
５
０
万
円

◎
簡
易
水
道
施
設
改
良

１
億
５
、
３
０
１
万
円

◎
公
共
下
水
道

４
億
０
、
５
１
０
万
円

◎
特
環
下
水
道

８
億
８
、
８
１
０
万
円

◎
処
理
場
建
設

１
億
９
、
３
１
０
万
円

◎
下
条
地
区
農
業
集
落
排
水

８
、
４
１
６
万
円

◎
里
創
プ
ラ
ン

大
地
の
芸
術
祭

２
、
１
０
３
万
円

◎
高
速
通
信
体
系
整
備

（
新
規
）

１
億
０
、
０
７
８
万
円

◎
雪
サ
ミ
ッ
ト
開
催

（
新
規
）

４
０
０
万
円

◎
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
活
用

（
拡
充
）

３
０
０
万
円

◎
ね
た
き
り
老
人
等

介
護
手
当
支
給

１
、
１
５
０
万
円

◎
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

４
、
８
６
６
万
円

◎
生
き
が
い
対
応
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

１
、
３
２
７
万
円

◎
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成４

、
８
４
８
万
円

◎
身
体
障
害
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

１
、
７
９
７
万
円

◎
知
的
障
害
者
施
設

訓
練
等
支
援

２
億
４
、
４
９
０
万
円

◎
知
的
障
害
者

地
域
生
活
援
助
（
拡
充
）

１
、
５
１
２
万
円

◎
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

９
３
５
万
円

◎
幼
児
医
療
費
助
成

３
、
３
４
２
万
円

◎
精
神
障
害
者
支
援

１
、
１
１
８
万
円

◎
各
種
予
防
接
種
（
拡
充
）

４
、
６
０
９
万
円

昨年12月にオープンした子育て支援セ
ンターくるる。16年度も子育て家庭な
どを支援していきます。

◎
克
雪
住
宅
協
調
・

集
団
的
整
備５

、
２
５
８
万
円
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全 体 学 習

書　　道

コ　ー　ス 内　　　　　　　容 募集人員

40人

各30人

60人

20人

15人

25人

20人

20人

40人

各25人

30人

25人

20人

20人

50人

学習日

実用書やかな書きなど、習字の基礎（大筆、小筆）を学びます。 第2・4c 午前９時30分～

生 け 花 色彩や香りなどを楽しみながら、生け花の技術を学びます。 第1・3f 午後１時30分～

健康たいそう
無理のかからない運動により、足腰を丈夫にし、健康な体づくりをし
ます。※①コースか②コースを選んでください

①第1・3d②第2・4d
午前９時30分～

合　　唱 懐かしい唱歌や流行歌など楽しく歌う「明石合唱団」です。 第2・4e 午後１時30分～

ワープロ

入門コース

初級コース

文書作成の基礎、あいさつ状や表づくりなどの技術を学びます。 第1・3e 午前９時30分～

パ
ソ
コ
ン

キーボードやマウス操作、文字入力など、パソコンの基本操作から始
め、文章作成の基礎を学びます。

自分のノートパソコンを使用して学びます。※基本ソフトがWindowsのものに限ります。

少し経験のある人で、文章入力や体裁の整え方、写真の挿入など見栄
えの良い文章作成を学びます。

第2・4e 午前９時30分～

第1・3e 午後１時30分～

工　　芸 ちょっとおしゃれな飾り物や、本物そっくりな草花などを作ります。 第1・3e 午後１時30分～

手　　芸 暮らしに役立つ実用品を作ったり、セーターなどを編んだりします。 第2・4e 午後１時30分～

園　　芸 季節ごとの草花の育て方や、花木のせん定の仕方などを学びます。 第2・4f 午前９時30分～

料　　理
家族の皆さんに喜ばれる健康に良い料理を学びます。
※①コースか②コースを選んでください

①第1・3f②第2・4f
午前９時30分～

写　　真 撮影の技術を学び、自然や行催事、毎日の生活を写します。 第2・4c 午後１時30分～

俳　　句 五、七、五の文字を通して情感や自然を表現します。 第2・4c 午後１時30分～

絵 手 紙 楽しい思いや季節などを、１枚のハガキに描きます。 第1・3d 午後１時30分～

ダ ン ス 軽快なリズムにのって楽しくダンスの基礎を学びます。 第2・4f 午後１時30分～

■対象者 60歳以上の人　　　■期　間 16年４月～17年３月　　　
■経　費 年間2,500円（学習活動費・自治会費）※教材費は別途実費を徴収
■申込み締切り ４月７日d ※募集人員に達したコースはその時点で締切ります。
■開級式 ４月13日c午前９時30分～11時30分

各コースの皆さんが集まっての学習です。講師を迎えての講演、学習会、館外研修、新年お楽しみ会などがあります。

コ
　
　
ー
　
　
ス
　
　
学
　
　
習

グ
ル
ー
プ
学
習

学 習 活 動

焼 き も の

料　　　理

シネマ＆ビジュアル

パ ソ コ ン

英　会　話

手　　　話

全　体　学　習
（毎月第４木曜日）

自 治 会 活 動
（全員参加）

■
対
象
者

18
歳
〜
30
歳
未
満
の
青
年
男
女

（
未
婚
・
既
婚
問
わ
な
い
）

■
期
　
間

16
年
４
月
〜
17
年
３
月
の
毎
週
木
曜
日

■
経
　
費

年
間
４
、
０
０
０
円

（
学
習
活
動
費
・
自
治
会
費
）

※
教
材
費
は
別
途
実
費
を
徴
収

■
会
　
場

公
民
館
本
館
（
学
校
町
１
）

■
開
級
式

４
月
17
日
g
午
後
７
時
〜

板づくりやロクロを使って茶わん・湯のみ・お皿などの焼き物
を作っています。

調理を作りながら食の大切さについて考え、レパートリーを広
げましょう。

自作のプロモーションビデオを撮影し、パソコンで編集してい
ます。地域の映画祭へ出展しよう！

青年として知っておきたいことや一人では体験できないいろい
ろなことを企画しています。

コ
　
ー
　
ス
　
学
　
習

内　　　　　　　容

講　座　名 内　　　　　　容 日　　　時

英　会　話（昼）
聞く・話すを中心に、英会話に慣れ親しむことから始め
ます。

第１・３水曜日
午後１時30分～

４月21日d
（17年３月まで23回）

焼　　　物（昼）

まず簡単な会話を楽しみましょう。

土ねり、手びねり、たたら、ロクロ、素焼き、本焼き

など焼物のイロハから学ぶ初心者入門コースです。

毎週火曜日
午後１時30分～ ４月27日c

（10月まで22回）
焼　　　物（夜）

毎週火曜日
午後７時～

４月30日f
（12月まで18回）

版　　　　　画
彫り、刷りなど木版画の世界を楽しむ、初心者入門コ
ースです。

第１・３金曜日
午後７時～

４月27日c
（12月まで16回）

和裂（わぎれ）パッチワーク 着物のリメイクや端切れでパッチワークをします。
第２・４火曜日
午後７時～

４月27日c
（17年３月まで22回）

俳　　　　　画
色紙に詩や俳句の世界を絵筆で表現します。初心者入
門コースです。

第２・４火曜日
午後７時～

５月11日c
（12月まで15回）

男　の　料　理

カントリーダンス

水　彩　画
（スケッチ・淡彩画入門）

男性専用のコースです。
※エプロン、三角巾（手ぬぐい）をお持ちください。

第２・４火曜日
午後７時～

５月11日c
（17年３月まで22回）

４月22日e
（17年３月まで23回）

リズミカルなウエスタン・ミュージックにのって楽し
みましょう。

デッサンや色彩の基礎を学んで、スケッチに出かけま
しょう。

第２・４火曜日
午後７時30分～

第１・３木曜日
午後７時～

自主学習
グループ

心に響く清らかな音色。ドレミの基礎から練習をはじ
めます。

第１・３土曜日
午後７時30分～

４月24日g
（17年３月まで23回）

■申込み 公民館の申込書に経費を添えて申込んでください。
■締切り ４月20日c ※募集人員に達した時点で締切り、募集人員に達しないコースのみ４月30日fまで受付けます。
■経　費 講座によって異なります（年間2,000円または2,500円　教材費は別途実費を徴収）。
■その他 各コースにより募集は20～25人です（申込者の少ない講座は、中止する場合があります）。

フルート

英　会　話（夜）
毎週火曜日
午後７時～

４月20日c
（10月まで23回）

明 石 学 級

●学習時間は２時間
●申込書は公民館本館にあり
ます
●問合せ
公民館本館（学校町１）

157-5011

開　講　日
（開催期間）

定 期 講 座

青 年 学 級

公民館は、交流と集会の場を兼ねた、学習と文化の拠点施設

です。さまざまな年代を対象に、いろいろな講座や学級などを

開催しています。この「学びのひろば」で、楽しく豊かなひと

ときを過ごしませんか。あなたも気づかない、新しい自分に出

会えるかもしれません。

学級生同士の交流と自治会活動を通して地域行事などへの参加
活動をしています。

手話を必要とする人との交流を深めながら、基礎から実用手話
までを学んでいます。

パソコンの基礎（Word・Excel・インターネット・メールなど）
からホームページ作成までをしています。

会話を中心にあいさつや自己紹介など、使える日常英会話にチ
ャレンジしています。
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勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集勤労青少年ホーム講座生募集平成
16年度

講　座　名

花 道（草月流）

期間・回数 曜日・時間 講師（敬称略）教材費・募集定員 内　容　な　ど

5月13日～
20回

第2・4木曜日
午後７時～９時

富井美知子
月3,000円
15人 一木一草の美を愛

め

でる

茶の湯の作法を学び、わび
さびの心を理解する

5月10日～
26回

月曜日
午後６時30分～８時30分

徳永久美子
年10,000円
15人

レパートリーを増やし、食
卓を楽しく

料理Ａコース
5月19日～
19回

第1・3水曜日
午後６時30分～８時30分

高 梨 泰 子

月1,200円
15人

料理Ｂコース
5月12日～
19回

第2・4水曜日
午後６時30分～８時30分

月1,200円
15人

もっと、きものに親しもう着 物 着 付 け
5月11日～
26回

火曜日
午後７時～９時

十日町服飾専門学校
丸 山 幸 枝

年10,000円
15人

白い紙に向かって、心落ち
着く時間を

筆ペン・毛筆
5月14日～
20回

第2・4金曜日
午後７時30分～９時30分

岩 田 武
必要なとき
15人

リズムにのり、体を動かし
リフレッシュ

ヒップホップダンス
5月10日～
20回

第2・4月曜日
午後８時～10時

スタジオJ&A

大 口 悦 子
必要なとき
20人

初級者歓迎、心地よい汗を流
そう

硬式テニスクラブ 5月12日～
毎週水曜日

午後７時30分～９時30分
年2,500円

バドミントンクラブ 通　年
毎週月・木曜日

午後７時30分～９時30分
月 300円

プランターの花の植え方から、
花壇の植え方を習得しよう

趣味のガーデニング
5月12日～
９回

第１水曜日
午後７時～９時

村 山 淳 二
都度2,000円以内
15人

～ 余暇の有効活用・趣味の向上に ～

■受 講 資 格 35歳までの男女（未婚・既婚問わない）

■経　　　費 各コースの教材費のほかに、申込時に傷害保険料500円と利用者協議会費500円が必要

■合同開講式 ４月23日f午後７時30分～

■申込み・問合せ 勤労青少年ホーム（学校町）157－8918

※着物着付けの希望者で、着物をお持ちでない人は勤労青少年ホームに問合せてください。
※利用登録をすれば、憩いの場として仲間同士の活動の拠点として利用できます。
※開館時間は月～金曜日午後１時から10時まで。 ※希望者が５人に満たない講座は実施しません。
※講座はいくつでも受講できます。

親と子どもと友だちがいっしょになって、ゲ

ームなどいろいろな体験を通し、親子のきずな

を深めます。

◆対　象 小学校１～３年生の親子

◆定　員 25組

◆開催回数 12回（第２日曜日）

◆期　間 ４月11日～17年３月13日

◆参加費 年間2,000円（保険料・消耗品）

※初回に持参してください

※このほか必要なときに材料費を徴

収します

集団での活動や体験を通して、協力すること

の大切さを知り、思いやりや自主性・協調性を

育てます。

◆対　象 小学校４～６年生

◆定　員 50人

◆開催回数 14回（第２・４土曜日）

◆期　間 ４月24日～17年３月26日※初回は

保護者同伴で参加してください

◆参加費 年間2,000円（保険料・消耗品）

※初回に持参してください

※このほか必要なときに材料費を徴

収します

～親と子どもたちのためのレクリエーション広場～

ドキドキランド

申込み・問合せ　少年育成センター（157-8918）

～学校や学年を超えた仲間づくり～

アドベンチャースクール

みんなで
楽しく日

本語を勉
強しまし

ょう！

保育ルー
ムがあり

ます。お
子さんと

いっしょ

にどうぞ
。

◆対　象
十日町市

周辺にお
住まいの

外国から

来た人

◆日　時
４月～1

2月の毎
週金曜日

午後７時
30分～

９時30
分

◆会　場
公民館本

館

◆参加費
無　料

◆開講日
４月16

日f

◆申込み
公民館本

館へ

エンジョ
イ！ 日本語ひ

ろば

エンジョ
イ！ 日本語ひ

ろば

初めてお子さんを持った保護者の皆さん、仲間づ

くりをしながら楽しく子育てしませんか。

◆対　象 ６か月～12か月くらいの乳児の保護者

◆期　間 ４月20日、５月11日、25日、６月８日、

22日、７月６日の火曜日（６回コース）

午前10時～11時

◆定　員 10人

◆会　場 公民館本館

※お子さんは保育ボランティアがお預り

します

◆会　費 無　料

◆申込み ４月15日eまでに公民館本館へ

～子育て教室～

すこやかランド

◆対　象 郡市内にお住まいの心身にハンディキャップを持った18歳以上の人◆定　員　20人
◆期　間　４月～17年３月
◆内　容 土・日曜日を中心に、月１回くらいのペースで地域行事へ参加したり、交流会やレクリエーションなどをしたりします◆参加費 必要なときに集めます◆申込み ４月12日bまでに公民館本館へ申込書（公民館本館受付に配置）を持参するか電話で申込んでください

～みんなが仲間だ！～
ふ れ あ い 学 級

～みんなが仲間だ！～
ふ れ あ い 学 級

～子育て教室～

すこやかランド

申込み・問合せ　公民館本館（157-5011 ）

◆対　象 ３歳未満児とその保護者

◆期　間　４月13日～17年３月15日の毎週火曜日

午前10時～11時

◆活　動 リズム遊び、手遊び、ボール遊び、紙工

作、散歩、遠足、運動会など

◆会　場 （春～秋）市民体育館

（冬）サンクロス十日町

◆指導者 富井朝子さんなど支援ボランティアグル

ープ※市外からも指導者をお招きします

◆会　費 年間3,000円（おやつ代含む）

◆申込み ４月13日c、第１回目の会場（市民体

育館）においでください

～子育て支援事業～

なかよしランド
～子育て支援事業～

なかよしランド
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第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回第7回

全
国
明
る
い
雪
自
治
体
会
議

（
雪
サ
ミ
ッ
ト
）
開
催

７
月
６
日
C
・
７
日
D
の
両
日
、
第
７
回
全
国
明
る
い
雪
自
治
体
会
議

（
雪
サ
ミ
ッ
ト
）
を
十
日
町
市
で
開
催
し
ま
す
。

雪
サ
ミ
ッ
ト
は
、
個
々
の
自
治
体
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
な
い
「
雪
」
の

問
題
に
つ
い
て
、
産
・
官
・
学
・
民
が
互
い
に
情
報
を
交
換
・
提
供
し
、

新
し
い
技
術
の
開
発
を
行
い
、
雪
国
の
新
し
い
可
能
性
を
創
造
し
、
活
力

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

雪
サ
ミ
ッ
ト
は
北
海
道
沼
田
町
を
皮
切

り
に
、
こ
れ
ま
で
新
潟
県
安
塚
町
、
山
形

県
舟
形
町
、
岩
手
県
沢
内
村
、
北
海
道
美

唄
市
、
秋
田
県
横
手
市
で
開
催
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
今
回
の
雪
サ
ミ
ッ
ト
は
、
『
Ｓ
Ｎ
Ｏ

Ｗ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
楽
雪
（
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
）
の
章
』
│
雪
を
楽
し
む
四
楽
雪

│
…
ふ
ゆ
・
は
る
・
な
つ
・
あ
き
…
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

雪
は
四
季
を
通
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し

や
文
化
、
観
光
、
環
境
に
た
く
さ
ん
の
恵

み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
雪
」

を
、
克
雪
・
利
雪
・
楽
雪
な
ど
地
域
の
資

源
や
恵
み
と
し
て
捉
え
、
雪
が
持
つ
無
限

の
可
能
性
を
音
楽
が
奏
で
る
無
限
の
広
が

り
に
の
せ
て
、
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
10
日
d
、
各
団
体
や
個
人
、

行
政
に
よ
る
雪
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
が

発
足
し
、
企
画
・
運
営
な
ど
の
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

積
雪
寒
冷
地
域
の
産
・
官
・
学
・
民
の

皆
さ
ん
が
全
国
か
ら
集
ま
る
第
７
回
全
国

雪
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
利
雪
商
品
や
試
作
品

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ブ
ー
ス
出
店
を
希
望
す
る
人
は
、
事
務
局

ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

日　時 ７月６日c・７日d

会　場 クロス10・キナーレ
内　容
６日c  午後２時～
・雪利用施設見学会、市町村長会議、全体交流会
７日d  午前９時～午後４時30分
・基調講演（講師：江本勝・吉田昭彦）、地元
や過去の開催地での利雪をはじめとした「雪」
のさまざまな取り組みをリレートークで紹介

雪サミット in 十日町開催概要

問　合　せ

雪サミットin十日町実行

委員会事務局（建設課克

雪利雪対策室克雪係内）

157－3111（内線273）

雪
サ
ミ
ッ
ト
in

十
日
町
の
テ
ー
マ

雪
サ
ミ
ッ
ト
in

十
日
町
実
行
委
員
会

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

出
店
者
募
集
中

雪サミット in 十日町開催概要

〈
新
市
名
称
案
を
全
国
公
募
〉

■
公
募
期
間

平
成
15
年
9
月
24
日
〜
10

月
24
日

■
応
募
件
数

２
、
７
３
０
件
（
応
募
名

称
案
種
類
数
９
５
８
）

〈
１
次
審
査
で
66
案
に
〉

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
新
市

の
名
称
案
選
定
小
委
員
会
（
委
員
長
・
関

谷
松
代
町
長
）
で
、
９
５
８
種
類
の
名
称

案
を
66
案
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

〈
２
次
審
査
で
５
案
に
〉

11
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
新
市

の
名
称
案
選
定
小
委
員
会
で
、
１
次
審
査

で
選
定
し
た
66
案
を
17
案
に
絞
り
込
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
17
案
を
「
十
日
町

グ
ル
ー
プ
」
「
つ
ま
り
グ
ル
ー
プ
」
な
ど

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
学
識
経
験
者

の
意
見
な
ど
も
聞
き
、
次
の
５
案
に
決
定

し
ま
し
た
。

・
越
後
妻
有
（
え
ち
ご
つ
ま
り
）

・
奥
越
後
（
お
く
え
ち
ご
）

・
新
十
日
町
（
し
ん
と
お
か
ま
ち
）

・
妻
有
野
（
つ
ま
り
の
）

・
十
日
町
（
と
お
か
ま
ち
）

〈
第
12
回
任
協
で
美
雪
を
追
加
〉

11
月
19
日
、
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で

第15回合併任意協議会が３月21日A、松代町総合

センターで開催されました。今回の協議会では前回３

案に絞られた新市名称案から１案に選定する議案が提

案され、話し合いでの決着が難しいことから、26人

の委員による無記名投票により１案に絞ることになり

ました。その結果、「十日町」14票、「美雪」12票で、

新市の名称は「十日町市」に決定しました。合併任意

協議会はこれが最後になり、今後は30日Cに５市町

村の議会に提案される「法定協議会設置議案」の議決

を受け、４月1日Eに法定協議会を発足する予定です。

第15回十日町広域圏合併任意協議会

新市名は「十日町市」で決着

開
催
さ
れ
た
第
12
回
十
日
町
広
域
圏
合
併

任
意
協
議
会
に
、
小
委
員
会
で
選
定
さ
れ

た
５
案
が
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
小
委
員
会
が
選
定
し
た
５

案
に
、
数
人
の
協
議
会
委
員
か
ら
提
案
さ

れ
た
「
美
雪
」
を
加
え
た
６
案
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

〈
第
14
回
任
協
で
３
案
に
〉

16
年
3
月
6
日
、
松
之
山
町
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
14
回
任
意

協
議
会
に
６
案
か
ら
３
案
に
絞
り
込
む
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
は
、
委
員

全
員
か
ら
最
も
ふ
さ
わ
し
い
名
称
に
対
し

て
の
意
見
を
聞
く
形
で
進
め
ら
れ
、
奥
越

後
（
お
く
え
ち
ご
）、
十
日
町
（
と
お
か
ま

ち
）、
美
雪
（
み
ゆ
き
）
の
３
案
に
絞
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

〈
第
15
回
任
協
で
十
日
町
に
決
定
〉

３
月
21
日
、
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
第
15
回
任
意
協
議
会
に
お
い

て
、
３
案
の
中
で
最
も
支
持
の
少
な
か
っ

た
「
奥
越
後
」
を
は
ず
し
、
全
委
員
（
26

人
）
に
よ
る
「
十
日
町
」
と
「
美
雪
」
の

投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
十

日
町
」
14
票
、「
美
雪
」
12
票
で
新
市
の
名

称
案
は
「
十
日
町
市
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

新
市
名
「
十
日
町
市
」
決
定
ま
で
の
経
過
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①鶏肉や鶏卵を食べることにより、人に感染した事例

はありません。ただし、食中毒を予防するためにも、

十分に加熱処理をしてから食べるようにしましょう。

②鳥インフルエンザは、その病気にかかった鶏に接触

し、人の体内に大量のウイルスが入ってしまった場

合に、まれにかかってしまうことがあります。ただ

し、人から人への感染は確認されていません。

③国内で鳥インフルエンザが発生したからといって、

ただちに家庭などで飼育している鳥が感染するとい

うことはありません。清潔な状態で飼育し、ウイル

スを運んでくる可能性がある野鳥を網を張るなどし

て近づけないようにしましょう。

④飼育鳥が死んだからといって鳥インフルエンザを疑

う必要はありません。ただし、飼育鳥や野鳥が大量

死もしくは連続死しているのを見つけた場合は、連

一般家庭の皆さんへ
◆次のように対応してください◆

農家や家庭の飼育者の皆さんへ
◆次のことに注意してください◆

応
援
し
ま
す
　
雪
に
強
い
　
ま
ち
づ
く
り

◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用
を
伴
う
も
の
を

除
く
）
の
設
置
工
事
で
、
新
築
・
増
築
・
改
良
に

よ
る
も
の
。

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
及
び
融
雪
構

造
住
宅
へ
の
改
良
工
事
。

【
耐
雪
式
】

３
・
３
ｍ
以
上
の
積
雪
荷
重
（
９
９
０
㎏
／
㎡
）
に

対
し
て
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪せ

っ

庇ぴ

対
策
を
講
じ
た
も
の
。

◆
補
助
条
件

①
16
年
度
内
に
完
成
す
る
個
人
住
宅
及
び
共
同
住
宅

（
併
用
住
宅
含
む
、
新
築
建
売
住
宅
の
購
入
も
可
）

で
、
市
が
適
正
と
認
め
た
も
の

②
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下
水
か
ん
養
施
設
」

の
設
置
が
必
要

※
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度
を
受
け
る
場
合

で
も
該
当
し
ま
す
（
過
去
に
克
雪
住
宅
関
連
補
助

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

◆
補
助
金
上
限

44
万
円

◆
受
付
期
限

４
月
１
日
e
〜
９
月
30
日
e
※
工
事

着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◆
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用
を
伴
う
も
の
を

除
く
）
の
設
置
工
事
※
工
事
費
の
80
％
以
内

②
融
雪
構
造
住
宅
新
築
工
事
※
工
事
費
の
15
％
以
内

③
①
②
の
建
物
の
改
良
工
事
※
工
事
費
の
80
％
以
内

【
耐
雪
式
】

３
・
３
ｍ
以
上
の
積
雪
荷
重
（
９
９
０
㎏
／
㎡
）
に

対
し
て
安
全
な
住
宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪せ

っ

庇ぴ

対
策
を
講
じ
た
も
の
※
工
事
費
の
20
％
以
内

【
落
雪
式
】

①
屋
根
こ
う
配
や
、
滑
り
や
す
い
屋
根
材
な
ど
を
利

用
し
て
雪
を
滑
り
落
と
す
建
物
の
新
築
・
増
築
工

事
※
工
事
費
の
10
％
以
内

②
①
の
建
物
の
改
良
工
事
※
工
事
費
の
80
％
以
内

◆
貸
付
条
件

①
市
が
適
正
と
認
め
た
も
の

②
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下
水
か
ん
養
施
設
」

の
設
置
が
必
要

※
克
雪
住
宅
協
調
整
備
事
業
の
補
助
を
受
け
る
場
合

で
も
該
当
し
ま
す

◆
貸
付
限
度
額

５
０
０
万
円

◆
貸
付
利
率

年
２
・
15
％

◆
貸
付
期
間

10
年
以
内

◆
受
付
期
間

年
度
内
に
完
了
す
る
も
の
で
あ
れ
ば

随
時
※
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
　
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係

1
57
│
３
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

鳥インフルエンザに注意！
絡してください。

⑤鳥が死んでいた場合、素手で触らず二重にしたビニ

ール袋に入れて、燃やすごみとして廃棄処分してく

ださい。不安な場合は連絡してください。

①庭や農場内外での放し飼いをしない

②飼育舎へ野鳥や野鳥のフンが入らないようにする

③野鳥が渡来する池周辺には、むやみに近づかない

④ほかの飼育舎には、むやみに立ち入らない

（入る場合は衣服や靴底の消毒を徹底する）

⑤飼育舎内外の清掃を毎日心がける

⑥飼育舎を清掃したり鳥類と接触したりした場合は、

手洗いやうがいをする

※消毒方法　手指や鶏舎　消毒用逆性石けん製剤

フンや鶏舎床が土間の場合　消石灰

有
利
な
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

有
利
な
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

克
雪
住
宅
協
調
整
備
事
業

克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度

●問合せ・連絡先：農林課農業振興係157-3111
（内線332）または十日町健康福祉事務所157-2707

十日町地域メディカルコントロール協議会が
設立されました

地域の医師会や医療機関、行政機関で構成する十日町地域メディ

カルコントロール協議会が２月26日Eに設立されました。救急医

療のレベルアップを図り、救命率の向上を目指します。

救急患者の「救命率」向上を図るためには、現場や

救急搬送途上で適切な応急処置を実施することが重要

です。このため、地域の医療機関などが集まり、それ

ぞれの立場から協力して、救急医療のレベルアップを

図り、救命率の向上を目指します。

■協議会の目的は？

救急隊が現場に到着する前に、その場に居合わせた

人による応急手当が救命率の向上につながります。こ

のため、協議会では応急手当の普及啓発に積極的に取

り組んでいきます。

協議会の詳しい内容や応急手当講習についての問合

せは、十日町地域メディカルコントロール協議会事務

局（十日町地域消

防本部警防課救急

係内157－0119）

までお願いします。

■応急手当の普及を！

病院搬送までの間に、救急隊員が医療機関の医師か

ら常に指示・助言を受けられる体制や、救急処置の事

後検証体制の整備を行います。そのため、救急救命士

が医療機関において実習・研修などを受けます。

この体制整備により、救急搬送途上での除細動（い

わゆる「電気ショック」）の実施が可能になり、今後

さらに整備を進めることによって、より高度な応急処

置が行えることを目指しています。

■どんなことをやるの？

３月15日bには保健センターで市の各種健診にあたる在
宅看護職の皆さんなど30人が熱心に応急手当の講習を受
け、たいへん分かりやすい内容だったと好評でした

市
役
所
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

市
で
は
、
交
流
推
進
、
雇
用
促
進
と
産
業
振
興
、

水
対
策
強
化
の
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
組
織
の
一

部
を
変
更
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
、
雇
用
促
進
課
を
再
編
し
て
、

雇
用
商
工
課
と
観
光
交
流
課
を
新
設
し
ま
す
。

雇
用
商
工
課
は
、
雇
用
促
進
と
商
工
業
振
興
を
担
当
し
ま
す
。

観
光
交
流
課
は
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
振
興
の
ほ
か
に
、
新
た
に
交
流
促
進

を
重
点
的
に
担
当
し
ま
す
。
事
務
所
は
ク
ロ
ス
10
の
４
階
に
設
置
し
、
ク
ロ

ス
10
や
キ
ナ
ー
レ
と
連
携
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
観
光
協
会
も

ク
ロ
ス
10
に
移
動
し
ま
す
。

◆
観
光
交
流
課
の
新
し
い
電
話
番
号
（
４
月
１
日
以
降
）

1
57
│
３
１
０
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
57
│
５
１
５
０

※
電
話
は
市
役
所
（
1
57
│
３
１
１
１
）
に
か
け
て
も
つ
な
が
り
ま
す

※
観
光
協
会
の
電
話
番
号
（
1
57
│
３
３
４
５
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
（
1
57
│

５
１
５
０
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

建
設
課
の
課
内
室
だ
っ
た
克
雪
利
雪
対
策
室
を
課
に
昇
格
し
、
雪
・
水
対

策
課
を
設
置
し
ま
す
。
担
当
事
業
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

信
濃
川
関
係
の
水
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

雇
用
商
工
課
と
観
光
交
流
課
を

新
設
し
ま
す

克
雪
利
雪
対
策
室
が

雪ゆ
き

・
水み

ず

対
策
課
に
な
り
ま
す
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障
害
者
の
地
域
生
活
を
考
え
る
第
１

回
う
お
ぬ
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
ぞ
ら
な
ど
主
催
）
が
３
月
13

日
g
、
北
魚
沼
郡
小
出
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
長
野
県
で

の
施
策
や
知
的
障
害
者
の
地
域
生
活
移

行
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続

く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
支
援
費
制
度

の
目
指
し
た
と
こ
ろ
や
財
政
的
な
問

題
、
介
護
保
険
へ
の
統
合
な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特色ある教育実践校表彰式

障
害
者
も
地
域
生
活
を

第３回特色ある教育実践校の優良校に十日町小と六箇小

が選ばれ３月16日c、各学校で表彰式が行われました。こ

れは、県教育公務員弘済会と新潟日報社が主催し家庭や地

域との連携や、子どもたちに必要な資質・能力を育成する

ために創意工夫のある教育を行っている学校・園を表彰し

ているものです。六箇小の表彰式では、児童による天神ば

やし、六箇ふるさとカルタの発表も行われました。

十日町地域経済動向意見交換会

３月16日c、十日町商工会議所に県産業労働部の赤澤副

部長など16人が来所し、市内経済団体代表者19人と地域産

業の動向について意見を交換しました。意見交換では、織物

業界を代表して青柳理事長が「厳しい状況の中、県の支援を

得てアクションプランに取り組む」こと、商業界を代表して

清水副会頭から「大型店対策、ＴＭＯへの取り組み」などが

出され、県の支援を求めました。

民謡のふるさとに全国から集う

民謡のふるさと全国新保広大寺大会が３月21日a、市民

会館で行われました。江戸時代に唄われだした新保広大寺節

は、旅芸人たちによって全国に広まり、八木節や津軽ジョン

ガラ節などに影響を与え、各地の口説きの元唄となったもの

です。大会は新保広大寺節保存会の設立30周年を記念して

行われ、新保広大寺節を元唄とする全国の民謡団体など15組

が出演し、集まった約600人の民謡ファンを魅了していました。

テクノスクール103年の歴史に幕

県立十日町テクノスクールの閉校式が３月12日f、学校

町の同校で行われました。テクノスクールは、明治34年４

月に文部省認可の中魚沼郡立染織学校として開校。その後、

幾多の変遷を経ながらも、十日町織物産業の隆盛を支えるよ

うに103年間にわたり、5,400人を超える修了生を輩出しま

した。また、閉校に伴い、同校で活用されていた相当数の織

物関係専門図書類が十日町情報館に寄贈されました。

永
年
の
消
防
団
活
動
の
功
績
に
よ

り
、
渡
邉
茂
さ
ん
（
河
内
町
・
55
歳
）
が

現
役
消
防
団
員
最
高
の
章
で
あ
る
消
防

庁
長
官
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。
今
年

で
消
防
団
活
動
33
年
目
を
迎
え
る
渡
辺

さ
ん
は
、「
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
の
中
で

消
防
活
動
の
基
本
を
学
び
、
苦
労
を
分

か
ち
合
っ
た
生
涯
の
友
が
で
き
ま
し
た
。

よ
き
先
輩
、
後
輩
に
恵
ま
れ
、
家
族
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
や
っ
て
こ
れ

ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
受
章

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
功
労
章
受
章

「
雛ひ
な

の
月
　
ホ
ッ
ト
な
お
話
で
女
性
み
ん
な

が
主
役
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月

14
日
a
、
公
民
館
本
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
十
日
町
の
織
物
産
業
の
歴
史
を

振
り
返
っ
た
岡
元
眞
弓
さ
ん
の
講
演

「
女
性
の
労
働
〜
働
く
女
性
の
今
昔
〜
」

と
、
児
玉
悦
さ
ん
の
県
女
性
海
外
派
遣

研
修
報
告
を
聞
い
た
後
、
集
ま
っ
た
約

30
人
の
女
性
は
抹
茶
と
和
菓
子
を
楽
し

み
、
「
女
性
の
仕
事
の
重
み
」
に
つ
い

て
、
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
思
い
思

い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

第
４
回
女ひ

と

・
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。
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阿部　真理ちゃん

（６歳）

ヘイガニがりんごを取ってってジャンプ

しているところだよ。ぼくたちは雨が降っ

ているから雨やどりしているけど、ミズゴ

ロウは水ポケモンだから平気なんだよ。

ドラえもんと前のドラえもん、ねこのミ

ィちゃんが、大好物のどらやきを食べてい

るところだよ。耳をかじったロボットねず

みはドアの後ろに隠れているの。

松沢　大地ちゃん

（６歳）

No.227

天
使
幼
稚
園

日
一
日
と
春
め
い
て
き
ま
し
た
。
長
い

冬
籠ご

も

り
を
終
え
て
暖
か
い
春
の
空
の
下
に

飛
び
出
し
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
お
出
か
け
の
機
会
も
増
え
る
と

思
い
ま
す
が
、
近
く
の
観
光
地
を
思
い
巡

ら
し
て
み
て
、
「
こ
れ
が
十
日
町
に
あ
っ

た
ら
な
ー
」
と
う
ら
や
ま
し
く
思
う
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

私
が
今
、と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
の
は
、

現
在
村
上
市
で
開
催
中
の
「
町
屋
の
人
形

さ
ま
巡
り
」
で
す
。
行
か
れ
た
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
３
月
１
日
b
か
ら
４
月

３
日
g
ま
で
、
村
上
の
旧
町
人
町
に
点
在

す
る
70
か
所
余
の
町
屋
に
伝
わ
る
雛ひ
な

人
形

な
ど
を
一
軒
ご
と
に
訪
問
し
見
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。
今
回
で
５
回
目
で
す

が
、
江
戸
時
代
の
お
宝
か
ら
平
成
の
モ
ダ

ン
な
物
ま
で
そ
の
数
お
よ
そ
四
千
点
。
こ

れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
屋
に
ひ
っ
そ
り

と
飾
ら
れ
、
家
族
や
限
ら
れ
た
人
た
ち
に

し
か
鑑
賞
さ
れ
な
か
っ
た
人
形
た
ち
が
、

今
や
一
か
月
で
10
万
人
規
模
の
観
光
客
の

目
を
楽
し
ま
せ
る
一
大
観
光
資
源
に
な
っ

た
の
で
す
か
ら
、
人
形
だ
け
で
な
く
市
民

の
皆
さ
ん
も
大
喜
び
で
す
。
各
商
店
も
店

内
に
人
形
を
飾
っ
て
た
い
へ
ん
な
集
客
効

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

最
初
は
今
か
ら
６
年
前
、
一
部
の
有
志

の
呼
び
か
け
で
、
当
時
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
「
町
屋
」
を
ま
ち
の
財

産
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
12
年
春
に
「
人
形

さ
ま
巡
り
」、13
年
の
秋
に
は
家
々
に
伝
わ

る
屏
び
ょ
う

風ぶ

を
展
示
す
る
「
町
屋
の
屏
風
ま
つ

り
」
が
始
ま
り
、
今
で
は
村
上
市
の
春
秋

の
２
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
完
全
に
定
着
し

て
い
ま
す
。何
よ
り
う
ら
や
ま
し
い
の
は
、

住
民
の
好
意
に
よ
る
催
し
な
の
で
、
ほ
と

ん
ど
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
春
の
「
人
形
さ
ま
巡
り
」
の
運
営
費

用
は
総
額
35
万
円
。
ち
な
み
に
行
政
か
ら

の
補
助
金
は
ゼ
ロ
で
す
。
行
政
は
市
役
所

駐
車
場
を
無
料
で
提
供
し
た
り
、
屋
外
放

送
施
設
を
利
用
し
て
見
学
者
の
安
全
を
喚

起
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
、
十
日
町
に
あ
る

で
し
ょ
う
か
？
今
年
も
ま
だ
間
に
合
い
ま

す
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
「
人
形
さ
ま
巡
り
」
を
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
県
北
の
村
上
市
ま
で
約
１
７

０
㎞
。
２
時
間
半
の
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

18

人
形
さ
ま
巡
り

馬
場
小
学
校
で
は
、
６
年
生
が
総

合
学
習
で
福
祉
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、
お
年
寄
り
と
交
流
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
14
人
全
員
で
平
成
園
を

訪
問
し
ま
し
た
。

６
回
に
わ
た
る
交
流
で
は
、
ボ
ー

ル
送
り
ゲ
ー
ム
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
肩
た

た
き
を
行
っ
た
り
、
手
作
り
紙
し
ば

い
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
ど
う
す

れ
ば
お
年
寄
り
が
喜
ん
で
く
れ
る
か

を
考
え
、
内
容
は
子
ど
も
た
ち
が
決

め
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
す
る
と
き

に
は
、
お
年
寄
り
の
こ
と
を
考
え
て
、

ゆ
っ
く
り
大
き
な
声
で
話
す
こ
と
を

心
が
け
ま
し
た
。
訪
問
前
に
目
隠
し

を
し
て
歩
い
た
り
、
車
い
す
に
乗
っ

た
り
す
る
な
ど
の
体
験
を
し
た
こ
と

も
、
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

最
初
は
子
ど
も
た
ち
も
緊
張
し
て

い
た
も
の
の
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に

徐
々
に
打
ち
解
け
、
笑
顔
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
福
島
寛
文
さ
ん
（
６
年
）

自
分
の
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
で
き
な
い
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

◆
富
井
岳が
く

さ
ん
（
６
年
）

大
き
い
声
で
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と

は
難
し
か
っ
た
で
す
。

◆
飯
塚
慶
介
さ
ん
（
６
年
）

肩
を
た
た
く
と
き
の
力
の
強
さ
や

入
れ
方
が
分
か
り
ま
し
た
。

◆
樋
口
和
哉
さ
ん
（
６
年
）

お
年
寄
り
と
仲
良
く
な
り
、
交
流

を
楽
し
め
ま
し
た
。

◆
丸
山
友
美
さ
ん
（
６
年
）

最
初
緊
張
し
た
け
ど
、
何
回
も
行

く
う
ち
に
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

◆
金
澤
恵
理
子
さ
ん
（
６
年
）

ち
ぎ
り
絵
の
し
お
り
を
贈
っ
た
ら

喜
ん
で
く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

◆
南
雲
威た
け

志し

先
生

訪
問
を
続
け
た
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
高
齢

者
に
寄
り
添
い
、
と
も
に
生
き
て
い

く
心
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
。

〈
高
田
城
百
万
人
観
桜
会
〉▼
３
日
g
〜
18

日
a
▼
高
田
公
園
▼
高
田
駅
か
ら
バ
ス
10

分
（
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
花
見
バ
ス

を
運
行
）
▼
日
本
三
大
夜
桜
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
る
高
田
城
百
万
人
観
桜
会
。
約

３
、
０
０
０
個
の
ぼ
ん
ぼ
り
に
照
ら
し
出

さ
れ
た
桜
と
高
田
城
三
重
櫓

や
ぐ
ら

の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
が
お
堀
に
映
え
、
見
る
人
の
心
を
酔

わ
せ
ま
す
。
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
さ
く

ら
ロ
ー
ド
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
壮
観
で
す

▼
上
越
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
０

２
５
│
５
４
３
│
２
７
７
７
）

〈
野
口
水
ば
し
ょ
う
ま
つ
り
〉▼
４
月
下
旬

〜
５
月
上
旬
▼
野
口
水
ば
し
ょ
う
公
園
▼

十
日
町
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
25
分
▼
雪
国
の

春
を
つ
げ
る
代
表
的
な
花
、
水
ば
し
ょ
う
。

野
口
の
水
ば
し
ょ
う
公
園
で
は
、
雪
消
え

を
待
っ
て
真
っ
先
に
咲
く
可
憐
な
こ
の
花

の
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
ハ

イ
カ
ー
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
▼
川
西

町
観
光
協
会
（
68
│
３
１
１
１
）

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

お
知
ら
せ
し
て
き
た
「
ゴ
ー
ゴ
ー
ほ
く
ほ

く
線
」
は
、
今
回
を
も
っ
て
終
了
と
な
り

ま
す
。
今
後
の
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
イ
ベ
ン

ト
情
報
は
、
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興

連
絡
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.h
o
ku
h
o
ku
-n
e
t.c
o
m
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４月のイベント情報 144

●
馬
場
小
学
校
　
６
年
生
ふ
る
さ
と
学
習

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い
、

思
い
や
り
を
育
て
る

24

前列左から 富井さん、飯塚さん、福島さん
後列左から 南雲先生、樋口さん、丸山さん、金澤さん
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み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
４
月
３
日

g
・
17
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
●
会

場
＝
公
民
館
本
館
●
参
加
費
＝
無
料

●
対
象
＝
小
学
生
以
上
●
問
合
せ
＝

柳
（
1
52
│
２
０
９
５
）

手
作
り
お
菓
子
と
中
華
料
理
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
会
場
＝
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
●
参
加
費

＝
５
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52

│
３
１
０
７
）
※
各
回
と
も
申
込
多

数
の
場
合
抽
選

【
春
ら
ん
ま
ん
！
手
作
り
お
菓
子
】

●
日
時
＝
４
月
８
日
e
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
●
定
員
＝
18
人
●
申

込
み
締
切
り
＝
４
月
５
日
b

【
Ｉ
Ｈ
使
い
方
講
習
会
】

●
日
時
＝
４
月
18
日
a
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
●
定
員
＝
12
人
●
申

込
み
締
切
り
＝
４
月
12
日
b

●
受
験
資
格
＝
①
昭
和
50
年
４
月
２

日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
②

58
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大
学

を
卒
業
ま
た
は
平
成
17
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
、
人
事
院
が
こ

れ
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

人
●
試
験
＝
大
学
卒
業
程
度
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
４
月
１
日
e
〜
16
日

f
に
、
新
潟
労
働
局
総
務
課
人
事
係

（
〒
９
５
１
│
８
５
８
８
新
潟
市
川

岸
町
１
│
56
1
０
２
５
│
２
３
４
│

５
９
２
０
）
に
申
込
書
を
提
出

軽
体
操
や
レ
ク
ダ
ン
ス
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
気
軽
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
仲
間
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
に
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
●
活
動
日

時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●

問
合
せ
＝
島
田
（
1
52
│
２
１
３
９
）

３
月
は
国
民
健
康
保
険
料
第
12
期

と
介
護
保
険
料
第
12
期
の
納
付
月
で

す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

16
年
度
実
施
の
１
日
人
間
ド
ッ
ク

で
は
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
に

対
し
、
総
費
用
（
税
込
）
の
６
割
を

国
民
健
康
保
険
で
助
成
し
ま
す
。
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、
介
護
保
険
課

国
保
係
の
窓
口
に
直
接
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
●
対
象
者
＝
①
十
日
町
市

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
②
国
民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
人
③
昭
和
50
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
④
市
の
住
民
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人
●
定
員
＝
３
０
０

人
●
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
e
か
ら

定
員
に
達
す
る
ま
で
●
持
参
す
る
も

の
＝
国
民
健
康
保
険
証
●
実
施
医
療

機
関
と
助
成
後
の
自
己
負
担
額
＝
①

県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
県
立
十
日

町
病
院
前
）
１
５
、
１
２
０
円
※
子

宮
が
ん
検
診
受
診
者
は
１
５
、
９
６

０
円
②
厚
生
連
中
条
病
院
１
３
、
４

０
０
円
（
男
性
の
み
）
③
7
小
千
谷

総
合
病
院
（
小
千
谷
市
）
１
５
、
１

２
０
円
④
6
県
健
康
管
理
協
会
（
新

潟
市
）
１
４
、
７
０
０
円
⑤
7
上
村

病
院
（
中
里
村
）
１
４
、
２
８
０
円

※
婦
人
科
検
診
受
診
者
は
１
６
、
３

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
８
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

３
歳
未
満
児
と
保
護
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
●
日
時
＝

４
月
13
日
c
・
20
日
c
・
27
日
c
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
市
民
体
育

館
●
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館
（
1
57

│
５
０
１
１
）

交
流
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
４
月
20
日
c
午
後
６
時
（
受

付
５
時
30
分
〜
）
〜
８
時
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
３
、
５
０
０

円
（
当
日
徴
収
）
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
４
月
12
日
b
ま
で
に
、
商
工
観

光
課
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
係
（
内

線
２
６
９
）
※
４
月
１
日
以
降
は
1

57
│
３
１
０
０

新
入
社
員
に
必
要
な
基
礎
知
識
や

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
を
、
実
習
を

交
え
て
研
修
し
ま
す
。
●
日
時
＝
４

月
９
日
f
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●

会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
受
講

料
＝
会
員
２
、
０
０
０
円
（
非
会
員

４
、
０
０
０
円
）
※
昼
食
代
・
資
料

代
含
む
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
４
月

２
日
f
ま
で
に
、
十
日
町
商
工
会
議

所
（
1
57
│
５
１
１
１
）

17
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
の
学
生
及
び

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
周
辺
に
U
タ

ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
る

社
会
人
を
対
象
に
し
た
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
東
京
都
内
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
16
日
f
午
後
１
時
〜

４
時
●
会
場
＝
表
参
道
新
潟
館
ネ
ス

パ
ス
●
参
加
企
業
＝
十
日
町
市
内
・

中
魚
沼
郡
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企

業
●
問
合
せ
＝
雇
用
促
進
課
（
内
線

２
６
７
）

日
常
起
こ
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の

「
困
る
」
は
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。

も
し
か
し
た
ら
、
何
か
を
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
大
切
な
こ
と
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
●
日
時
＝
４
月
11
日
a

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
●
会
場
＝
サ

ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
参
加
費
＝
１
、

５
０
０
円
（
当
日
１
、
８
０
０
円
）

●
そ
の
他
＝
午
前
10
時
か
ら
映
画「
見

え
な
い
学
校
」
を
上
映
（
参
加
費
２

０
０
円
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
二

瓶
裕
子
（
1
57
│
５
１
８
４
）

●
期
間
＝
４
月
１
日
e
〜
６
月
６
日

a
●
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日
＝
毎
週
火
曜
日
（
５
月
４

日
は
開
館
、
５
月
６
日
は
休
館
）
●

入
館
料
＝
一
般
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
２
０
０
円
●
問
合
せ
＝
星
と
森

の
詩
美
術
館
（
1
52
│
７
２
０
２
）

箏
を
通
し
て
日
本
の
音
楽
に
親
し

期
間
‥
４
月
１
日
e
〜
５
月
31
日
b

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所
‥
税
務
課
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
者

②
納
税
者
と
同
居
の
親
族
や
納
税
管

理
人
で
、
納
税
通
知
書
、
課
税
明

細
書
を
持
参
し
た
人

③
代
理
権
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

（
委
任
状
）を
持
参
し
た
人
※
法
人

の
場
合
は
法
人
の
代
表
者
印
の
押

印
が
必
要

必
要
な
書
類

①
印
鑑

②
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
納
税

通
知
書
、
課
税
明
細
書
、
運
転
免

許
証
な
ど
）

期
間
‥
４
月
１
日
e
か
ら
通
年

場
所
‥
税
務
課
資
産
税
係

閲
覧
で
き
る
人
（
持
ち
物
）

①
本
人
及
び
同
居
の
親
族
（
印
鑑
）

②
代
理
人
（
印
鑑
・
委
任
状
、
ま
た

は
依
頼
者
の
印
鑑
※
法
人
の
場
合

は
社
印
）

③
借
地
、
借
家
人
な
ど
の
使
用
・
収

益
の
権
利
な
ど
を
有
す
る
人
（
契

約
書
な
ど
権
利
関
係
を
示
す
書
面
）

縦
覧
（
期
間
中
の
閲
覧
）
は
無
料
、

証
明
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

税
務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
１
）

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

固
定
資
産
に
関
し
て
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、
関
係
す
る
土
地
や

家
屋
の
価
格
な
ど
を
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
縦
覧
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
己
所
有
地
以
外
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
よ
り
、
納
税
義
務
者
及
び
借
地
人
・

借
家
人
も
関
係
す
る
固
定
資
産
評
価
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証
明

固
定
資
産
「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
の
縦
覧
と
「
課
税
台
帳
」
の
閲

覧
が
で
き
ま
す

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

４
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

星
と
森
の
詩
美
術
館

没
後
25
年

星
襄
一
作
品
展

〜
一
本
の
樹
・
私
の
樹
〜

国保

1
日
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
軽
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

転
入
者
・
新
採
用
者
・

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
つ
ど
い

労
働
基
準
監
督
官
募
集

十日町市市制50周年記念

東北電力「名曲の夕べ」
市制50周年を記念して、東北電力主催（十

日町市共催）の「名曲の夕べ」を開催します。

日　時 ５月27日e午後６時30分

（開場５時30分）

会　場 市民会館

定　員 ５００人（応募多数の場合抽選）

入場費 無料

出　演 山形フィルハーモニー交響楽団

（バイオリニスト・米元響子）

申込み

３月27日gの新聞折込を

ご覧のうえ、ハガキで申込

んでください。

問合せ

東北電力㈱長岡営業所総務

課（1 0258ー35ー1860）

産地のメーカーによる新作きものの展示発

表会です。振袖・訪問着・留袖・紬絣などの

７部門に、厳選された160点余りの最新作が

出品されます。

各メーカーの新

提案をぜひご覧

ください。

十日町きものフェスタ2004

U
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

税
金
は
ぼ
く
ら
の
暮
ら
し
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

３
月
の
納
税
・
納
付

ユーザー審査 ４月12日b～16日f

午前９時～午後５時（16日は３時まで）

※だれでも投票できます

一般公開 17日g午前９時～午後５時

会　場 クロス10

入場料 無　料

問合せ 十日町織物工業協同組合（157-9111）

手
　
数
　
料

平
井
雷
太
氏
講
演
会

困
っ
た
と
き
が
学
び
ど
き
？

何
が
起
き
て
も
大
丈
夫
！

新
入
社
員

実
務
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

初
心
者
箏こ

と

体
験
教
室

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド
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８
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
介
護

保
険
課
国
保
係
（
内
線
１
５
６
）

国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
「
保
険

料
」）を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
、
加

入
者
全
員
の
平
成
15
年
中
の
所
得
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
加
入
世
帯
の
世
帯
主
は
「
国
民

健
康
保
険
料
申
告
書
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
申

告
書
は
国
保
係
に
あ
り
ま
す
）。
所

得
が
低
い
世
帯
は
保
険
料
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
●
提
出
不
要
の

世
帯
主
＝
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
員
全
員
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
①
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
た
人
②
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
を
し
た
人
③
給
与
・
公
的

年
金
の
み
の
人
●
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
る
世
帯
＝
世
帯
主
と
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
の
所
得

の
合
計
額
に
よ
り
、
７
・
５
・
２
割

の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
●
提
出
期

限
＝
４
月
15
日
e
※
申
告
書
を
提
出

す
る
と
き
に
、
15
年
中
の
収
入
を
証

明
で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
●
問
合
せ
・
提
出
先
＝
介
護
保
険

課
国
保
係
（
内
線
１
５
５
）

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
、
４

月
９
日
f
か
ら
市
内
各
郵
便
局
で
始

ま
り
ま
す
。
該
当
者
（
代
理
人
可
）

は
次
の
も
の
を
持
参
し
、
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
年
金
受
領
後
、
証
書
は

そ
の
場
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
証
書
の
受
領
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
証
書
は
８
月
の
支
払
日
ま
で

に
受
給
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
●
持

参
す
る
も
の
＝
①
国
民
年
金
証
書
②

印
鑑
※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
人
は

４
月
15
日
e
ま
で
に
年
金
を
受
領
し
、

証
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
国
民
年

金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
●
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内

線
１
５
１
）

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
（
養
育

者
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
12
月
〜
３

月
分
ま
で
の
手
当
を
４
月
９
日
f
に

受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
額
＝
受
給
者
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
証
書
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

国
民
年
金
の
16
年
度
保
険
料
は
、

月
額
１
３
、
３
０
０
円
に
据
え
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
付
加
保

険
料
の
月
額
４
０
０
円
も
据
え
置
か

れ
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事

務
所
で
は
、
年
金
や
健
康
保
険
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
●
日
時
＝
毎
月
第
２
・
第
４

木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問
合
せ
＝
新
潟
社

会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所
（
1

０
２
５
│
７
７
０
│
２
２
１
１
）

●
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
30
日
f

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
30
日
f

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
土
・

日
曜
日
、
29
日
（
み
ど
り
の
日
）

●
老
人
デ
イ
ケ
ア
＝
13
日
c
川
治
地

区
公
民
館
、
14
日
d
水
沢
地
区
公
民

館
・
下
条
地
区
公
民
館
、
23
日
f
吉

田
地
区
公
民
館
、
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
〜

●
リ
ハ
ビ
リ
教
室
＝
15
日
e
・
16
日

f
・
22
日
e
・
23
日
f
・
30
日
f
午

前
９
時
〜
保
健
セ
ン
タ
ー

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用

保
険
）
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
告
書
の
提
出
と
保
険
料
の
納
付
は

５
月
20
日
e
が
期
限
で
す
。
●
問
合

せ
＝
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
1

52
│
２
０
７
９
）

17
年
度
実
施
予
定
の
経
営
構
造
対

策
事
業
に
つ
い
て
、
農
業
の
担
い
手

育
成
や
農
地
集
積
な
ど
事
業
構
想
の

公
表
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
●
期
日
＝

３
月
25
日
e
〜
31
日
d
の
平
日
●
会

場
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店
・
市
農
林
課

●
問
合
せ
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店
（
1

57
│
１
５
７
３
）
ま
た
は
市
農
林
課

農
業
振
興
係
（
内
線
３
３
２
）

●
期
日
＝
22
日
e
●
会
場
（
受
付
時

間
）
＝
睦
織
物
㈱
（
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
）、
島
善
織
物
㈱
川
治
工
場

（
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
）、
総
合
体

育
館
（
午
後
０
時
15
分
〜
３
時
30
分
）

●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
（
内
線
１
４
３
）

●
該
当
す
る
子
＝
５
月
１
日
現
在
１

歳
〜
接
種
日
現
在
７
歳
６
か
月
未
満

の
子
【
麻
し
ん
】
す
で
に
麻
し
ん
に

か
か
っ
た
子
、
麻
し
ん
・
Ｍ
Ｍ
Ｒ（
麻

し
ん
・
お
た
ふ
く
・
風
し
ん
の
混
合

ワ
ク
チ
ン
）
の
予
防
接
種
を
受
け
た

子
は
除
く
【
風
し
ん
】
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
た
（
今
回
申
込
み
を

す
る
子
を
含
む
）
か
、
麻
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
子
●
接
種

日
＝
【
麻
し
ん
】
５
〜
６
月
の
指
定

日
【
風
し
ん
】
６
〜
７
月
の
指
定
日

●
申
込
み
＝
４
月
１
日
e
〜
14
日
d

の
平
日
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し

健
康
福
祉
課
へ
※
電
話
で
の
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
●
そ
の
他
＝
今
年
か
ら

秋
に
も
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
受
付
を

行
い
ま
す
※
詳
し
く
は
市
報
８
月
25

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
●
問
合
せ

＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
内
線

１
４
１
）

●
対
象
と
な
る
子
＝
４
月
１
日
現
在

生
後
３
か
月
〜
接
種
日
現
在
７
歳
６

か
月
未
満
の
子
で
、
過
去
に
未
投
与

か
１
回
投
与
の
み
の
子
※
15
年
７
月

２
日
〜
16
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
子

に
は
個
別
に
通
知
●
投
与
方
法
＝
６

週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
投
与
※
間

隔
が
離
れ
た
場
合
で
も
２
回
投
与
が

必
要
●
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
＝

下
痢
を
し
て
い
る
子
●
注
意
事
項
＝

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」を
必

ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
●
持
参
す

る
も
の
＝
①
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

る
と
投
与
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
②

体
温
計
●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
（
内
線
１
４
１
）

【
市
報
訂
正
と
お
わ
び
】

●
３
月
10
日
号
８
ペ
ー
ジ
下
水
道
記

事
、
く
ら
し
の
中
か
ら
出
る
汚
れ
の

例
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
し
ょ
う
油
15
ml
に
対
し
て
の
価

で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

日　程　表

●受付時間＝午後１時30分～２時15分

（時間厳守）
●会場＝保健センター

地　　区

中条・下条・吉田

川治・六箇・水沢

十　日　町

期　日

４月13日c

４月15日e

４月16日f

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

麻
し
ん
（
は
し
か
）
・

風
し
ん
春
の
受
付
開
始

子どもを交通事故から守りましょう

４月は、新入学（園）の子どもたちが

小学校や保育園に通い始め、行動範囲も

広がります。子どもを交通事故から守る

ため、運転者は十分

注意しま

しょう。

●期　間　　４月６日c～11日a

●運動の重点
・自転車の安全利用の推進
・シートベルトとチャイルドシートの　　
正しい着用の徹底

～未来へとどけ！
願いのかけはし　交通安全～

春の全国交通安全運動

みんなであいさつを行いましょう。家庭で

もどこでも、まず「おはようございます」や

「おやすみなさい」のあいさつは交わしたい

ものです。そしてもう一言、子どもには「元

気だねー」や「いい子だねー」など、大人同

士だったら「元気かのー」や「ありがとう」

など、心に感じる言葉を添えてコミュニケー

ションを図っていきたいというのが「あいさ

つプラス１」運動です。公民館では今後、こ

の運動を進めたいと考えています。

みなさんどうでしょう、昔に比べて「プラ

ス１」が減少していると思いませんか。プラ

ス１は、心がけ次第で、だれでも、今すぐに、

家庭・学校・職場・隣近所などどこでもで実

行することができます。

この地域を訪れた人に自慢できるのは、自

然だけではありません。キラリと輝き、心に

残るプラス１の心遣いもあるんですよと言え

るような里に、みんなでしましょう。みんな

で明日から、あいさつプラス１。

（公民館本館）

こちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会です

～みんなで
「あいさつプラス１」～

～1本の木より２本の木
いっぱいの木～

ご協力ください
「緑の募金」
４月１日eから「緑の募金」が

実施されます。市内小・中学生に

よる募金活動や嘱託員さんを通じ

て各家庭にお願いする家庭募金な

どが行われます。昨年は、市内で約

137万円の募金が寄せられました。

集まったお金は学校や公園など

の緑化に役立てられます。昨年は、

校庭緑化２校、学校林整備１校、

公園緑化３か所へ助成が行われま

した。

今年も、市民の皆さんのご協力

をお願いします。
●問合せ

農林課林政農災係（内線335）

4月の
献血

４
月
９
日
F
は

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
日

12
月
〜
３
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

定
例
社
会
保
険
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す

４
月
の
休
館
日

16
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
据
え
置
き
で
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手

続
き
は
お
早
め
に
！

全
血
献
血

た
っ
し
ゃ
で
１
０
０

４
月
の
主
な
事
業

経
営
構
造
対
策
事
業
確
立
構

想
の
公
表
縦
覧
を
行
い
ま
す

むし歯のないよい歯の子
２月の３歳児健診を受けた子29人

よい歯の子 住 所　　保護者

（水沢１）

（土市２）

（土市５）

（桑原）

（上新田１）

（太子堂）

（高島２）

（太田島３）

（塚原町）

（為永）

勲

壮亜

昌志

政和

和也

宰

好弘

友博

範男

哲也

丸 山 　 海
かい

山 崎 亜
あ

実
み

大 口 拓
たく

海
み

太 田 颯
はや

人
と

近 藤 美
み

里
さと

千 原 　 唯
ゆい

柳 　 拓
たく

海
み

上 村 夏
な

菜
な

村 山 悠
ゆう

大
だい

丸 山 壮
そう

太
た

提
出
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

4月1日E～7日D

春 季
火災予防運動

その油断
火から炎へ

災いへ

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

２月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

４月の交通安全キャンペーン

年

16年

15年

発生件数

17（27）

15（23）

負傷者数

20（32）

18（27）

死者数

１（０）

０（０）

物件事故数

88（158）

54（098）
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■編集/企画人事課広報広聴係

◆
人
が
代
わ
り
、
編
集
方
針
が
変
わ
っ
て
も

「
ど
う
し
た
ら
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
か

ら
市
報
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
」
は
、
編

集
に
携
わ
っ
て
い
る
者
の
最
大
の
テ
ー
マ
で

あ
り
願
い
で
す
。
▼
昨
年
10
月
10
日
号
の

編
集
後
記
で
４
年
６
か
月
ぶ
り
に
広
報
担
当

に
復
帰
し
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
戻
る
な

り
、
あ
る
方
か
ら
「
市
報
が
読
ま
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
６
か
月
と
い
う

短
い
期
間
で
し
た
が
、
自
分
な
り
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
市
報
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
編
集
で

実
践
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
▼
一
つ
例
を

あ
げ
れ
ば
、
広
報
担
当
者
が
企
画
し
た
特
集

ペ
ー
ジ
の
作
成
で
す
。
最
近
で
は
１
月
の
小

正
月
行
事
、
２
月
の
雪
ま
つ
り
、
３
月
の
サ

ン
ヨ
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
記
事
の
中
で
は
必

ず
そ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
の
声
を
拾
っ
て
い

ま
す
。
登
場
し
た
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
読
者
数
が
増
え
る
の
で
は
と
考
え
た
か
ら

で
す
。
▼
ま
た
、
遅
ま
き
な
が
ら
16
年
度

（
4
月
10
日
号
）
か
ら
は
、
年
24
回
発
行
さ

れ
る
市
報
の
表
・
裏
表
紙
を
20
回
は
２
色
に

４
回
は
カ
ラ
ー
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
フ
ル
チ

ェ
ン
ジ
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
定
番
記
事
（
シ

リ
ー
ズ
も
の
）
に
も
新
た
な
企
画
を
加
え
、

よ
り
親
し
み
の
あ
る
市
報
に
し
ま
す
。
▼
市

報
「
と
お
か
ま
ち
」
は
、
市
か
ら
市
民
へ
の

情
報
の
架
け
橋
で
す
。
こ
ん
な
市
報
を
と
い

う
ご
意
見
・
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
広
報
広
聴
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
大
）

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

４月・April 健康福祉課 157-3111

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

5・19日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

13日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

15日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

16日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

23日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

小 林 内 科 医 院

津 南 病 院

た か き 医 院

石 川 医 院

中 条 病 院

せ き 整 形 外 科

上 村 病 院

富　 田 医

中　町

津南町

土市５

津南町

北　原

四日町２

中里村

川西町

52-7155

65-3161

58-2361

66-2061

57-3018

50-1155

63-2111

61-0200

４日A

11日A

18日A

29日_

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日（29日は休み）

午前９時～午後４時　　

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
9日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談※電話で市民生活課市民係へ要予約
１日E 佐藤　伍一郎　弁護士

８日E 細貝　巌　　　弁護士

15日E 小村　隆　　　弁護士

22日E 高橋　信行　　弁護士

午後１時30分～４時受付：市民生活課市民係

●ふれあい福祉センター心配ごと相談
毎週火・木曜日（１日と29日除く）

午後１時～４時

会場：十日町市社会福祉協議会

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

21日
d

午後１時
～１時30分

14年10月
生まれの幼児

４か月児健診
28日
d

午後１時
～１時30分

15年12月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

22日
e

午後１時
～１時30分

12年10月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

28日
d

午前９時15分
～10時

15年6月
生まれの乳児

①１歳６か月児・３歳児健診は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

今月はお休みです

25日A

日　時：13日c午前10時（受付：９時45分）～11時

会　場：保健センター

対　象：６～７か月の乳児の保育をしている人

問合せ：健康増進係（内線143）

すくすく教室 ～離乳食と育児～


